
深野中学校だより 
《校訓》 

知性・創造 

錬磨・友愛 

2025年８月２8日 

校長 田中 健二 

２学期が始まりました 

令和七年度の二学期が始まりました。 

夏休み中は大変暑く、連日３５度を超える日が続きました。その中には４０度近い気温に

達する日もあり、全国的にみても大変暑い夏であったと感じています。そんな暑い夏休みを

終えて、先日より２学期が始まりました。始業式の式辞として子どもたちに伝えたことを以下

にあげておきます。 

 

 始まるまでは長いと思っていた夏休みも、こうやって始業式を迎えると、あっという間に過

ぎ去ったように思います。もしかしたら、一年の中で最も過ぎ去るスピードが速いのが、この

夏休みという期間かもしれませんね。特に先週一週間などは、一日ごとにカウントダウンが

始まったように感じませんでしたか。そして土日あたりで「もうしゃあない」と開き直って二

学期の準備を始めたという人も多かったのではないでしょうか。 

 実は新学期の始まりの、まさにこの時期が、学生

にとって、最も気持ちが不安定になると言われて

います。理由のわかっている心配事のある人だけ

でなく、何となく不安だという人も少なくありませ

ん。今、気持ちが落ち込んでしまっている、何とな

く憂鬱だ、悩みや心配事があるという人は、ぜひ

周囲の人に相談をしてください。相手は家族、先

生、友人など、話しやすい人を選んで自分の思い

を言葉にしてみてください。話を聞いてもらうだけで随分と気持ちが楽になるものです。話

すのが苦手だという人は、お気に入りのノートを一冊作って、そこに自分の思いを書き出す

というのもいい方法だと思います。とにかく自分に合ったスタイルで、思いを言葉にして、自

分の中から外に出すということを試してください。ただし、SNS で挙げるのは危険が伴うの

でお勧めしません。 

 さて、三年生の皆さん、これまでの人生で一番勉強したという夏休みを過ごしたのではな

いでしょうか。お疲れさまでした。しかし、本番はこれからです。いよいよ本格化する進路選

択。自らの進路は自らの手でつかみ取る。それぐらいの意気込みで、これからの毎日を送っ

てください。 

 最後に、二学期は文化学習発表会や体育大会といった、大きな行事が目白押しです。そう

いった行事を思い出深いものにできるかどうかは自分次第です。ぜひ積極的に取り組み、

大いに盛り上げて、みんなが楽しめるものにしていきましょう。 

教職員の異動について 

二学期より教員の異動があります。お知りおきください。 

まず、１年生の国語を担当していた福山先生は、ご家庭の事情で、ご退職となりました。

１年生の国語の授業は、二学期より藤村先生が担当することになります。 

また、お休みをいただいていた数学科の長町先生が二学期より復帰し、当面、溝口先生

と共に１年生の数学を担当することになります。 

技術科の石井先生も二学期より復帰し、各学年、技術の授業が始まります。 

支援担当の川島先生が体調を崩され退職となりました。後任の先生が近日赴任する予

定になっています。 

最後に養護教諭の結城先生の退職に伴い、新たに福田先生が着任されました。 

以上、よろしくお願いいたします。 

 


